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井上二郎氏（相島新田名主）のことが知りたい 

 

 

   井上家は近江出身の江戸の商人であった。享保の頃（１８世紀前期）、江戸幕府の求めに応じて 

   手賀沼干拓事業に参加したとされる。井上家は代々名主として新田開発を行い、大正時代から 

井上二郎によって新しい開墾が始まった。戦後、新田開発が完成し、布佐の地は美田と化した。 

江戸時代の名主邸の面影を残す建物群の９棟が国登録有形文化財（建造物）に登録されている。 
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